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生駒市ごみ減量市民会議は
燃えるごみの減量に
取組んでいます！ №4号

ごみ削減にご協力いただきありがとうございます。

平成２９年度は、皆様

のご協力で、平成２５

年度比で１２．７%削減

されています。

ただし、平成２８年度と

比べて横ばい状態と

なっており、更なる削

減をお願いします。

目標達成状況 家庭系燃えるごみ（ｔ）

25 26 28 29

年度 25 26 27 28 29

家庭系燃えるごみ(ｔ) 21,977 23,407 19,308 18,987 19,186

対２５年度比(％) 100.0 106.5 87.9 86.4 87.3

　〃　削減率(％) 0.0 △ 6.5 12.1 13.6 12.7

ごみ組成調査実施結果(平成30年3月実施)

27

現時点での分別等によってごみ減量可能なものを集計すると31.6％になります。
「古紙類」 「プラスチック製容器包装」 「リユース対象 靴・鞄・衣服」 「手つかず食品」

平成30年5月版

２年前に比べ３.３％

増えています。



.

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

生ごみ処理器「キエーロ」モニター募集

食品ロスを減らす取り組み

②フードドライブ

生ごみの削減について

プランターdeキエーロ

【問い合わせ】 生駒市環境保全課 ７４－１１１１（内線３５３）

③エコクッキング

エコクッキングとは、食物やエネルギーを無駄にせず、水を汚さない

よう工夫したり、ごみを減らしたりして、環境に配慮しながら料理をつ

くることです。

○旬のものを買う、皮や葉・残り物なども利用して料理を作りましょう。

○料理は、食べる分だけ作り残らないようにしましょう。

〇食器や調理器具を洗う際には汚れをふき取るなどして水を汚さないよ

うにしましょう。

○米のとぎ汁は流しに捨てずに植木の肥料として利用しましょう。

生ごみ処理器「キエーロ」は、神奈川

県葉山町のキエーロ葉山さんが考案し

た生ごみ処理器です。

○土の中のバクテリアを利用して生ご

みを分解します。

○特別な菌や電気代等が不要で特別

な維持費がかかりません。

○バクテリアdeキエーロ、ベランダde

キエーロは、補助制度があります。

フードドライブとは、ご家庭で余っている食品を持ち寄り、それを必要

としている福祉団体などへ寄付をする活動のことです。

日本は高い食料輸入率と低い食料自給率であるにもかかわらず、食品

廃棄率や１人当たりの廃棄量は共に世界１と言われ、食品廃棄が問題

になっています。

生駒市では、イベント等でフードドライブを実施しています。

▼持ち込める食品

①常温で保存できるもの ②未開封のもの

③賞味期限まで１ヶ月以上あるもの

「キエーロ」モニターを募集中

【モニター参加条件】

○生駒市内に居住している方

○１年間プランターdeキエーロを

使ってアンケートにご協力いただけ

る方

【参加費 ５００円】

手つかず食品とは、何も手を付けずに捨ててしまう食品のことです。

生駒市のごみ組成調査（平成３０年３月実施）で手つかず食品は９．５％

ありました。（左写真は、実際に出されたものです。）

〇安くても無駄なものを買わないようにしましょう。

〇定期的に冷蔵庫の整理をしましょう。

①手つかず食品を減らす


